
【　総評　】

　昨年，一昨年と同様の形式で出題された．平均点が非常に低かった昨年から一転して，解きやすい問題が多かった．融合問題

が少なくなったこと，問題文の誘導がわかりやすかったこと，計算量が少なくなったことがその原因である．昨年の平均点と比較して，

15点程度上昇すると思われる．

　

【　大問別分析　】

第 1 問

〔 1 〕　絶対値のついた 1 次不等式に関する問題であった．計算量が少なく，誘導も丁寧であったため，確実に得点したい．

〔 2 〕　(1) は三角形と外接円に関する問題で，図形も単純であるため確実に得点したい．(2) は三角錐と外接球に関する問題で，

　　　  共通テストで空間図形が出題されたのは初めてであったことと，空間図形を苦手とする受験生は多いため，差がつきそうな

　　　  問題である．H が¦PQR の外心になることは，その理由とともにしっかりとおさえておきたい．

　また，例年第 1 問で出題されてきた，「集合と命題」からの出題がなかった．この単元を苦手とする受験生は多いので，その点

　からも解きやすい問題であった．

　

第 2 問

〔 1 〕　データの分析に関する出題であった．(1) は度数分布表，(2) は箱ひげ図の読み取りの問題で，曖昧な選択肢が少なく，

　　　  解答しやすい問題であった．また，(3) は相関係数を求める問題であったが，こちらも計算に必要な値がすべて与えられて

　　　  いたため，容易に解くことができる．確実に得点したい問題である．

〔 2 〕　バスケットボールのシュートの軌道である放物線に関する問題であった．放物線上の点の情報から 2 次関数を確定し，

　　　  「シュートの高さ（最大値）」に関する考察を行う．問題文がやや長めであるが，必要な情報を正確に読み取ることができ

　　　  たかどうかがポイントであった．

　

第 3 問

　ひもでつながれた球の塗り方の総数に関する問題であった．数え方が具体例として示されており，誘導が親切で計算も容易で

あるため，選択問題の中でも非常に解きやすい問題であった．また，「場合の数」のみからの出題であり，「確率」からの出題がな

かった点は珍しかった．

　

第 4 問

　いくつかの長方形を並べて，長方形や正方形の作成方法を考える問題で，実質的には 2 元 1 次不定方程式の整数解に関す

る問題であった．比較的素因数分解しやすい整数が登場することや， 2 元 1 次不定方程式の係数が小さく，特殊解が発見しや

すいため，解きやすい問題であった．

　

第 5 問

　円と直線の作図に関する問題であった．作図の手順が明確で，正確な図示がしやすく，誘導も親切であったため，解きやすい

問題であった．円周角の定理に関する考察がほとんどで，例年出題されてきた メネラウス･チェバの定理や方べきの定理の出題

がなかった点は珍しかった．
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第  1 問

" 1 #　x+6 (2  より　　 -2(x+6(2　　　+　 アイ -8(x(ウエ-4

これを用いると， 01 1-U 3 0a 1-b 0c 1-d +6 (2 より

　　　 -8(01 1-U3 0a 1-b 0c 1-d (-4

1-U 3 <0 であるから

　　　 -
4

-1 U3
( 0a 1-b 0c 1-d (-

8

-1 U3

　　　 
40 1+U3 1

-3 1
(0a 1-b 0c 1-d (

80 1+U3 1

-3 1

　　　+　 オ2+カ2U3 ( 0a 1-b 0c 1-d (キ4+ク4U3

0a 1-b 0c 1-d =4+4U3  のとき

　　　 ac-ad-bc+bd=4+4U3 　……①

0a 1-c 0b 1-d =-3+U3  のとき

　　　 ab-ad-bc+cd=-3+U3 　……②

0a 1-d 0c 1-b =ac-ab-cd+bd であるから， ①-②  より

　　　 ac-ab-cd+bd=ケ 7+コ3U 3  
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" 2 #　(ⅰ)　正弦定理により　　
AB

sin4ACB
=2･5

AB=6 であるから　　
6

sin4ACB
=2･5

　　　+　 sin4ACB =
3

5
（ サ  ）

4ACB が鈍角であるとき， cos4ACB <0 であるから

　　　 cos4ACB =-U -1 2sin 4ACB

　　　　　　　　  =-] -1
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(ⅱ)　¦ABC の面積が最大となるのは，点 C から AB 

　までの距離が最大となるとき，すなわち，点 C から

　 AB へ下した垂線 CD が，円の中心 O を通るときで

　ある．このとき D は AB の中点である．

　直角三角形 OAD に注目すると OA=5， AD=3 

　より　　OD=4

　よって　 tan =4OAD
OD

AD
=

4

3
（ ス  ） 

　また，¦ABC の面積は

　　　 
1

2
･AB･0CO 1+OD =

1

2
･6･ 05 1+4 =セソ 27
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(2)　¦PQR に余弦定理を用いると

　　 cos4QPR =
-+28 29 25

･･2 8 9
=

タ5
チ6

このとき　　 sin4QPR =U -1 2cos 4QPR

　　　　　　　　　　　 = =] -1
2

8 9
5

6
U11
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よって，¦PQR の面積は　　

　　
1

2
･PQ･PR･sin4QPR =

1

2
･9･8･ U 11

6
=ツ 6Uテト11
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三角錐 TPQR の体積が最大となるのは，T  から平面 a へ下した

垂線 TH が球 S の中心 O を通るときである．

 3 点 P，Q，R は球面 S 上の点であるから

　　　 OP=OQ=OR=5

よって △OPH6△OQH6△ORH より，

　　　 PH=QH=RH（ ナ  ）

したがって，点 H は ¦PQR の外心であるから，

正弦定理により

　　 2PH=
QR

sin4QPR
=

5

U11

6

=
30

U11
 

　　+　PH=
15

U11

¦OPH に三平方の定理を用いると

　　 OH=U -2OP 2PH =] -25
2

8 9
15

U11
=

5U2

U11

以上より，三角錐 TPQR の体積は

　　 
1

3
･△PQR･ 0TO 1+OH =

1

3
･6U11 ･85 9+

5U2

U11
=ニヌ10 0U

ネノ 11 1+U
ハ2

t　¦PQR の面積は，ヘロンの公式で求めてもよい．

s=
++8 5 9

2
=11 とすると，¦PQR の面積は

　　　 Us0 1-s 8 0 1-s 5 0 1-s 9 =U ･･･11 3 6 2 =ツ 6U
テト11  
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第  2 問

" 1 #　(1)　52 個のデータを小さい順に並べたとき，

　　第 1 四分位数は 13 番目と 14 番目のデータの平均

　　第 3 四分位数は 39 番目と 40 番目のデータの平均

であるから，ヒストグラムから

　　第 1 四分位数が含まれる階級は 1800 以上 2200 未満（ ア  ）

　　第 2 四分位数が含まれる階級は 3000 以上 3400 未満（ イ  ）

である．このことから，四分位範囲は

　　 3000-2200=800 以上 3400-1800=1600 未満（ ウ  ）

である．

(2)　(ⅰ)　各選択肢について，

　　　地域 E の小さい方から 5 番目は第 1 四分位数であり，図 2 の箱ひげ図より，第 1 四分位数は 2000 以上

　　　　であるから誤りである．

　　　範囲について地域 E より地域 W の方が大きいので誤りである．

　　　中央値について地域 E より地域 W の方が大きいので正しい．

　　　地域 E は中央値と第 3 四分位数の間に 2600 があり，地域 W は第 1 四分位数と中央値の間に 2600 がある

　　　　から，2600 未満の市の割合は，地域 E よりも地域 W の方が小さいので誤りである．

以上より，図 2 と図 3 から読み取れることとして正しいものは　 エ

(ⅱ)　分散は偏差の 2 乗の平均であるから，正しいものは オ  である．

(3)　やきとりの支出金額とかば焼きの支出金額の相関係数は表 1 より，

　　　　 
124000

･590 570
=0.3687…　　+　 カ

" 2 #　(1)　放物線 1C  は 0P 0 10，3 ，M 0 14，3  を通るから，

　　　　 y=ax0x 1-4 +3= 2ax -キ4ax+ク 3

　と表すことができる．これを変形すると

　　　　 y=a0
2x 1-4x +3=a 2

0 1-x 2 -4a+3

　 0(x(4 のとき， x=2  のとき y は最大値 -4a+3 をとるから，

　プロ選手の「シュートの高さ」は -ケ 4a+コ3  である．

　プロ選手の「ボールが最も高くなるときの地上の位置」は x=2 である．

　 放物線 2C  の方程式より，花子さんの「ボールが最も高くなるときの地上の位置」は p<0 であることに注意

　すると　　x=2-
1

8p
>2

　よって，花子さんの「ボールが最も高くなるときの地上の位置」の方が，つねに M の x 座標に近い（ サ  ）．
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(2)　 AD= U3

15
 より，放物線 1C  は D 83.8，3 9+ U3

15
 を通るから

　　　 3+ U3

15
=a0 13.8 03.8 1-4 +3

　　　 a･
19

5
･

1

5
=- U3

15
　　　+　 a=-

5U 3

57

　よって， 1C  の方程式は　　y=-
シ 5U

ス3
セソ 57

0
2x 1-4x +3

　このとき，プロ選手の「シュートの高さ」は， x=2 のとき

　　　 -4a+3=
20U3

57
+37

200 11.73

57
+3=3.607……

　花子さんの「シュートの高さ」は約 3.4 であるから，

　　　　 3.607-3.4=0.2

　したがって，プロ選手（ タ  ）の「シュートの高さ」の方が大きく，ボールの半径は 0.1 であるから，その差は

　ボール約 1 個分（ チ  ）である．
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第  3 問

(1)　図 B の塗り方について，① は 5 通り，② は ① 以外の 4 通り，③ は ② 以外の 4 通り，④ は ③ 以外の 4 通り

　であるから

　　　　 5%4%4%4=アイウ 320  通り

(2)　図 C の塗り方について，① は 5 通り，② は ① 以外の 4 通り，③ は ①，② 以外の 3 通りであるから，

　　　　 5%4%3=エオ60  通り

(3)　図 D の塗り方について，①，③ を赤で塗ったとき，②，④ は赤以外の 4 通りの塗り方がある．②，④ を赤で

　塗った場合も同様であるから，

　　　　 2%4%4=カキ32  通り

(4)　図 E の塗り方について，赤をちょうど 3 回使い，かつ青をちょうど 2 回使うのは，① を 赤，青以外で塗り，

　②，③，④，⑤，⑥ を赤を 3 回，青を 2 回使って塗る場合であるから，

　　　　 3%
5!

3!2!
=クケ30  通り

(5)　図 F において，③ と ④ が同色になる球の塗り方の総数は，③ と ④ を重ねた図と等しくなるから コ  であり，

　これは図 C である．したがって，図 D における球の塗り方は，図 F の塗り方の総数から，図 C の塗り方の総数

　を引いて

　　　　 320-60=サシス 260 通り

(6)　(5) 同様に考える．

　　図 G の ① と ⑤ をつなぐひもを外した図の塗り方の総数は，

　　　　　 5%4%4%4%4=1280 通り

　である．このうち，① と ⑤ が同色になる塗り方は，① と ⑤ を重ねた図 D の塗り方の総数に等しい．したがって，

　図 G の塗り方の総数は

　　　　　 1280-260=セソタチ1020  通り
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第  4 問

(1)　 462=2･3･7･11， 110=2･5･11 であるから，両方を割り切る素数のうち，最大のものは アイ 11 である．

　赤い長方形を並べて作ることができる正方形のうち，辺の長さが最小となるものは，辺の長さが 462 と 110 の

　最小公倍数となるときであるから，

　　　　　 2･3･5･7･11=5･462=ウエオカ2310  通り

　赤い長方形を横に x 枚，縦に y 枚並べたとすると，横の長さと縦の長さの差の絶対値は

　　　　　 462x-110y =22 21x-5y

　これが最小となるのは， x>0， y>0 に注意すると

　　　　　 x=1， y=4 のとき　 22 21･1-5･4 =22

　このとき，長方形の辺の長さは 2310 の倍数でないから，正方形とならない．

　よって，長方形の横の長さと縦の長さの差の絶対値の最小は キク 22

　　縦の長さが横の長さより 22 長い長方形となるのは，

　　　　 462x-110y=-22　　　+　21x-5y=-1

　が成り立つときである．

　21･0 1-1 -5･0 1-4 =-1 であるから，この式と差をとると

　　　　210x 1+1 -50y 1+4 =0　　　+　210x 1+1 =50y 1+4

　21 と 5 は互いに素であるから，整数 k を用いて

　　　　 >
=+x 1 5k

=+y 4 21k
　　　+　 >

=x -5k 1

=y -21k 4

　と表せる．

　横の長さが最小となるのは， x>0， y>0 で x が最小となるときであるから，

　　　　　 k=0 のとき　　 x=5･1-1=4

　よって，長方形の横の長さの最小は　　 462･4=ケコサシ 1848

(2)　縦の長さ 110 の赤い長方形と縦の長さ 154 の青い長方形を並べてできる長方形の縦の長さは，110 と 154 の最小

　公倍数の倍数である．

　110=2･5･11， 154=2･7･11 であるから，これらの最小公倍数は　　2･5･7･11=770

　よって，図 2 のような長方形のうち，縦の長さが最小のものは スセソ 770 である．

　 462=2･3･7･11， 363=3･ 211  であるから，これらの最大公約数は　　 3･11=タチ 33

　 m， n を整数とすると，33 の倍数は 33m， 770 の倍数は 770n と表せるから，これらが等しくなるとき

　　　　 33m=770n　　　+　 3m=70n

　m は 70 の倍数であるから，最小のものは　　 m=70

　よって，33 の倍数のうち，770 の倍数でもある最小の正の整数は　　33%70=ツテトナ 2310  

　これらのことから，図 2 の長方形が正方形となるのは，横の長さが 2310 の倍数となるときである．横の長さを

　2310r 0 1r は正の整数  とし，赤い長方形が横に p 枚，青い長方形が横に q 枚あるとすると

　　　　 462p+363q=2310r

　　　　14p+11q=70r　　+　11q=1405r 1-p

　11 と 14 は互いに素であるから， 5r-p は 11 の倍数であり， r>0， p>0 に注意すると， r が最小となるのは

　 r=3 のときで，このとき p=4， q=14 である．

　したがって，図 2 のような正方形のうち，辺の長さが最小であるものは　　2310･3=ニヌネノ 6930
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第  5 問

C

D
F

G

H

E

O

A B

(1)

直線 EH が円 O の接線であることを証明するためには， 4OEH=アイ90, であることを示せばよい．

点 C は弦 AB の中点であるから，OC5AB が成り立つ．また，直線 GH は点 G における円 O の接線であるから 

OG5GH が成り立つ．

よって，4OCH=4OGH=90,  であるから， 2 点 C，G は OH を直径とする円周上の点である．したがって，

 4 点 C，G，H，O（ ウ  ）は同一円周上にある．

四角形 OCGH は円に内接する四角形であるから，

　　　 4COG+4CHG=180,　　　+　 4CHG=180,-4COG

また，　　 4FOG=180,-4COG

よって　　 4CHG=4FOG（ エ  ）

一方，点 E は円 O の周上にあるから，円周角と中心角の関係により

　　　 4FOG=
1

2
4DOG=

1

2
･24DEG =4DEG（ オ  ）

よって， 4CHG=4DEG  であり，これは CG に対する円周角が等しいことを表すので， 4 点 C，G，H，E（ カ  ）

は同一円周上にあることがわかる．

　 4 点 C，G，H，O を通る円と，4 点 C，G，H，E を通る円は， 3 点 C，G，H が一致するから同一の円である．

したがって，点 E は OH を直径とする円周上の点であるから，4OEH=90, が成り立つ．
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U

(2)　

直線 OP と直線 QS の交点を U とする．

OP5 より　4OPT=90,

直線 ST は円 O の接線であるから　4OST=90, 

よって，4 点 O，S，T，P は同一円周上にあるから，(1) 同様に考えると

　　　 4PTS=4SOU=4QRS（ キ  ） 

したがって， 4 点 P，R，S，T も同一円周上にあるから， 5 点 O，P，R，S，T は同一円周上にある．

ここで， 3 点 O，P，R を通る円は ¦OPR の外接円であり，これは ¦OST の外接円でもある．

4OST=90,  より，¦OAT の外接円の半径は　　
OT

2
=

ク 3U
ケ6

コ 2

また， 4ORT=90,  より

　　RT=U -2OT 2OR =U -2
0 13U6 2

0 1U5 =サ7

である．
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